
国
指
定
文
化
財



重
要
文
化
財
・
建
造
物



重
要
文
化
財

高
橋
家
住
宅

所
在
地

黒
石
市
大
字
中
町
三
八

所
有
者

個
人

【
規
模
】

敷
地
間
口

三
九
ｍ

奥
行

四
七
ｍ

建
物
間
口

一
四
・
八
ｍ

【
主
屋
】

桁
行
二
一
・
八
ｍ

梁
間
一
二
・
七
ｍ

一
部
二
階

切
妻
造

妻
入

東
面
こ
み
せ
・
北
面
及
び
南
面
庇
付

亜
鉛
引
鉄
板
葺
（
旧
長
柾
葺
）

【
附
】

板
塀
二
棟

北
二
二
・
〇
ｍ

南
五
・
五
ｍ

こ
み
せ
附
属

亜
鉛
引
鉄
板
葺
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高
橋
家
は
、
代
々
理り

右う

衛え

門も
ん

を
名
乗
る
黒
石
藩
御
用
達
の

商
家
で
あ
る
。
主
に
米
穀
を
扱
っ
た
こ
と
か
ら
、屋
号
を「
米

屋
」
と
い
う
。
味
噌
、
醬
油
、
塩
等
の
商
い
も
行
っ
た
と
い

う
。
高
橋
理
右
衛
門
が
中
町
に
住
み
つ
い
た
の
は
享
き
ょ
う

保ほ
う

二
年

（
一
七
一
七
）
で
、
敷
地
を
購
入
し
た
の
が
宝ほ
う

暦れ
き

五
年
（
一
七

五
五
）
で
あ
る
。
高
橋
家
住
宅
は
、
同
十
三
年
（
一
七
六
三
）

に
建
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明め
い

和わ

七
年
（
一
七
七
〇
）
と
寛か
ん

政せ
い

十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
の
二
度
に
わ
た
っ
て
敷
地
を
拡
大
し

て
い
る
。

高
橋
家
住
宅
が
あ
る
中
町
地
区
は
、「
こ
み
せ
」
を
主
体
と

し
た
町
並
み
で
、
全
国
で
も
類
例
を
見
な
い
伝
統
的
建
造
物

群
で
あ
る
。
古
く
か
ら
造
り
酒
屋
を
は
じ
め
呉
服
屋
、
米
屋

な
ど
が
軒
を
並
べ
、
商
人
町
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

高
橋
家
住
宅
は
通
り
土
間
（
に
わ
）、
吊
り
上
げ
式
大
戸
、

吹
き
抜
け
天
井
、
出
格
子
窓
な
ど
を
備
え
た
津
軽
地
方
の
典

型
的
な
大
型
商
家
で
あ
る
。

上：吊り上げ式の障子窓「高窓」
下：与次郎組

出入口の吊り上げ式大戸
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住
居
内
の
各
部
屋
は
「
こ
み
せ
」
に
対
し
て
二
列
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
中
町
に
面
す
る
道
路
側
に
は
「
こ

み
せ
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

住
宅
の
北
側
に
は
幅
二
間
の
通
り
土

間
が
あ
り
、
明
か
り
取
り
に
吊
り
上
げ

式
の
大
き
な
障
子
窓
が
備
え
付
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
土
間
か
ら
「
こ
み
せ
」

へ
の
出
入
口
に
は
吊
り
上
げ
式
大
戸
が

備
え
ら
れ
て
い
る
。

高
橋
家
住
宅
の
東
側
、
通
り
に
面
し

た
二
部
屋
は
「
み
せ
」
で
、
藩
政
時
代

に
は
広
い
一
部
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。「
み
せ
」と「
こ
み
せ
」

を
仕
切
る
柱
間
に
は
摺す

り
上
げ
戸
を
完

備
し
て
い
る
。

通
り
土
間
の
南
に
は
、
東
か
ら
「
み

せ
」、「
ち
ゃ
の
ま
(じ
ょ
う
い
)」、「
な
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か
の
ま
」、「
だ
い
ど
こ
ろ
」
二
部
屋
が
置
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
奥
に
「
み
せ
」、「
ざ
し
き
」、「
で
っ
と
の
な

ん
ど
」、「
な
か
の
な
ん
ど
」、「
お
く
の
な
ん
ど
」
が
並
び
、
十
部
屋
が
二
列
に
整
然
と
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
「
ち
ゃ
の
ま
(じ
ょ
う
い
)」
と
「
な
か
の
ま
」
だ
け
に
は
棹さ
お

縁ぶ
ち

天
井
が
張
ら
れ
て
い
る
が
、
建
築
当
初

は
他
の
部
屋
同
様
に
吹
き
抜
け
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
手
前
の
「
だ
い
ど
こ
ろ
」
の
土
間
境
は
開
放
さ
れ
、「
ち
ゃ
の
ま
」
よ
り
大
き
な
囲い

炉ろ

裏り

が
切
っ
て
あ
る
。

奥
に
あ
る
「
だ
い
ど
こ
ろ
（
米
つ
き
場
）」
は
、
後
に
増
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
み
せ
」
の
上
に
は
、
奥
行
二
間
の
二
階
が
設
け
ら
れ
、
八
畳
の
座
敷
と
四
畳
ほ
ど
の
板
間
が
中
央
の
棟
を
は
さ

ん
で
左
右
対
称
に
配
さ
れ
て
い
る
。
二
階
は
側が
わ

桁げ
た

が
低
い
た
め
、
梁
を
与よ

次じ

郎ろ
う

組ぐ
み

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
室
内
の
高

さ
を
確
保
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
梁
を
水
平
に
架
け
ず
に
左
右
か
ら
棟む
な

木ぎ

に
向
か
っ
て
斜
め
に
差
し
出
し
棟
通
り
の

差さ
し

鴨か
も

居い

上
で
組
む
も
の
で
、
天
井
が
張
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
よ
く
観
察
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
お
い
て
も
藩
政
時
代
の
面
影
が
残
っ
て
お
り
、
非
常
に
貴
重
な
建
造
物
で
あ
る
。
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〈
高
橋
家
住
宅
の
土
蔵
〉

平
成
十
六
年
十
二
月
十
日
付
け
で
米
蔵
・
味
噌
蔵
一
棟
、

文
庫
蔵
一
棟
を
重
要
文
化
財
に
追
加
指
定
。

米
蔵
・
味
噌
蔵
と
文
庫
蔵
は
、
主
屋
と
同
じ
く
、
江
戸
後

期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
主
屋
や
土
蔵
の
建
設
の
経

緯
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
し
て
「
土
場
材
木
値
段
書
」
な
ど

の
計
５
点
の
文
書
も
附
指
定
さ
れ
て
い
る
。

【
米
蔵
・
味
噌
蔵
】

土
蔵
造

桁
行
一
七
・
一
ｍ

梁
間
七
・
五
ｍ

平
屋
建

切
妻
造

東
面
庇
付

鉄
板
葺

正
面
庇
は
板
壁

【
文
庫
蔵
】

土
蔵
造

桁
行
五
・
七
ｍ

梁
間
七
・
五
ｍ

二
階
建

切
妻
造

東
面
庇
付

鉄
板
葺
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名

勝



名
勝

金
平
成
園
（
澤
成
園
）

所
在
地

黒
石
市
内
町
二
番
地
一
ほ
か

所
有
者

個
人

面

積

五
六
六
二
・
三
二
㎡
（
約
一
七
一
二
坪
）

金
平
成
園
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
、
津

軽
地
方
を
中
心
に
発
展
し
た
「
大お
お

石い
し

武
学
流

ぶ
が
く
り
ゅ
う

」
ま
た
は
「
武

学
流
」
と
呼
ば
れ
る
作
庭
流
派
を
持
つ
庭
で
あ
る
。
津
軽
地

方
の
政
治
家
・
実
業
家
で
あ
っ
た
加
藤
宇
兵
衛
の
求
め
に
応

じ
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
武
学
流
三
代
目
高
橋

亭て
い

山ざ
ん

が
作
庭
に
着
手
し
た
。
し
か
し
、
亭
山
は
庭
園
の
完
成

を
待
た
ず
に
死
去
し
た
た
め
、
弟
子
の
四
代
目
小お

幡ば
た

亭て
い

樹じ
ゅ

、

五
代
目
池
田
亭て
い

月げ
つ

ら
が
後
を
継
ぎ
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九

〇
二
）
に
完
成
し
た
。

庭
園
の
名
称
は
、「
万
民
に
金
が
行
き
わ
た
り
、
平
和
な
世
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の
中
に
な
る
よ
う
に
」
と
い
う
宇
兵
衛
の
願
い
か
ら
、「
金
平
成
園
」

と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
加
藤
家
が
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
頃
ま

で
営
ん
で
い
た
酒
造
業
の
屋
号
・「
澤
屋
成
之
助
（
澤
成
）」
か
ら
、

「
澤
成
園
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

庭
園
の
様
式
は
、
園
内
の
池
を
中
心
に
回
遊
し
な
が
ら
鑑
賞
す
る

「
池ち

泉せ
ん

鑑
賞
兼
回
遊
式
」
で
、
池
泉
は
前
後
に
細
長
く
、
奥
行
き
を
持

た
せ
た
平
面
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
池
泉
は
中
央
で
区

切
ら
れ
て
い
る
た
め
、水
位
の
異
な
る
二
段
式
の
池
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
武
学
流
で
は
珍
し
い
様
式
で
あ
る
。
池
の
背
後
に
あ
る
築つ
き

山や
ま

に
は
豪
快
な
枯
滝
組
や
巨
大
な
月
見
燈
籠
を
配
置
し
、
ま
た
、
そ
の

南
側
の
奥
に
は
「
守
護
石
」
と
呼
ば
れ
る
円
錐
形
の
巨
石
や
、
月
見

燈
籠
、
岩
木
山
を
模
し
た
遠え
ん

山ざ
ん

石せ
き

、
野や

夜ど

燈う

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
古
写
真
に
よ
る
と
、
か
つ
て
園
内
に
は
四あ
ず

阿ま
や

が
少
な
く

と
も
二
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
消
失
し
て
い
る
。

主
屋
の
座
敷
前
に
は
二
つ
の
沓く
つ

脱ぬ
ぎ

石い
し

が
置
か
れ
、
そ
の
う
ち
の
一

つ
か
ら
「
飛
石
」
と
呼
ば
れ
る
幅
約
五
十
㎝
で
凹
凸
の
あ
る
石
の
列
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が
三
筋
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
筋
は
「
礼ら
い

拝は
い

石せ
き

」
と
呼
ば
れ
る
、
大
き
く
平
ら
な
石
へ
と
繋
が
り
、
残

り
の
二
筋
は
自
然
石
で
製
作
さ
れ
た
蹲つ
く

踞ば
い

と
、
外
部
に
続
く
門
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
沓
脱
石
か
ら
延
び
る
飛
石
は
、
池
の
中
心
に
あ
る
中
島
を
通
り
、
敷
地
南
側
中
央
部
に
位
置

す
る
薬
医
門
へ
と
続
い
て
い
る
。

庭
園
の
西
側
に
は
、
主
屋
、
離
れ
と
煎
茶
用
の
茶
室
か
ら
な
る
旧
加
藤
家
住
宅
が
あ
り
、
主
屋
と
離
れ
は
明
治
三

十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
建
設
さ
れ
た
。
当
初
、
離
れ
は
平
屋
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
頃
に

二
階
が
増
築
さ
れ
た
。

園
内
に
は
、
景
観
を
構
成
す
る
ク
ロ
マ
ツ
の
高
木
が
築
山
上
を
は
じ
め
、
園
内
各
所
に
植
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

茶
室
周
辺
や
敷
地
南
側
に
は
モ
ミ
ジ
、
チ
ャ
ボ
ヒ
バ
、
イ
チ
イ
、
サ
ワ
ラ
な
ど
の
他
、
低
木
で
あ
る
ハ
イ
ビ
ャ
ク
シ

ン
、
シ
ン
パ
ク
等
の
常
緑
針
葉
樹
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
金
平
成
園
に
は
礼
拝
石
、
蹲
踞
や
守
護
石
、
遠
山
石
、
月
見
燈
籠
、
野
夜
燈
と
い
っ
た
景
石
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
初
期
の
大
石
武
学
流
庭
園
を
理
解
す
る
う
え
で
貴
重
な
庭
園
で
あ
る
。

大
石
武
学
流
（
武
学
流
）

江
戸
末
期
か
ら
明
治
以
降
に
広
ま
っ
た
津
軽
地
方
特
有
の
造
園
様
式
で
あ
る
が
、
そ
の
発
祥
や
名
称
の
由
来
等
に

つ
い
て
は
未
だ
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
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大
石
武
学
流
庭
園
は
一
般
庶
民
住
宅
に
付
随
し
て
築
庭
さ
れ
た
庭
園
で
あ
る
た
め
、
庭
を
巡
り
歩
い
て
鑑
賞
す
る

「
回
遊
式
庭
園
」
で
は
な
く
、
住
宅
の
屋
敷
に
座
っ
て
鑑
賞
を
す
る
「
座
鑑
式
庭
園
」
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、
大

石
武
学
流
の
築
庭
技
法
の
一
つ
と
し
て
、
庭
に
沓く
つ

脱ぬ
ぎ

石い
し

、
飛と
び

石い
し

、
礼ら
い

拝は
い

石せ
き

、
滝
石
、
遠
山
石
と
呼
ば
れ
る
石
が
配
置

さ
れ
、
そ
れ
ら
が
一
本
の
基
準
線
に
結
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
沓
脱
石
」
は
、
座
敷
の
縁
側
か
ら
庭

に
降
り
る
た
め
に
置
か
れ
る
石
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
石
か
ら
庭
園
の
奥
に
向
か
っ
て
二
、
三
方
向
に
据
え
ら
れ
る

石
を
「
飛
石
」
と
呼
び
、
大
石
武
学
流
で
は
表
面
に
凹
凸
の
あ
る
平
ら
な
巨
石
を
使
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。「
礼
拝

石
」
は
中
央
方
向
の
飛
石
列
の
最
奥
に
置
か
れ
る
大
き
な
自
然
石
で
、
大
石
武
学
流
庭
園
の
中
で
一
番
重
要
な
石
で

あ
る
。
こ
の
石
は
庭
園
の
「
神
仏
」
を
礼
拝
し
供
物
を
供
え
る
た
め
の
石
で
あ
る
た
め
、
こ
の
石
に
立
ち
上
が
っ
た

り
、
腰
を
掛
け
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
庭
園
鑑
賞
の
際
は
礼
拝
石
の
一
つ
手
前
に
据
え

ら
れ
た
「
踏
み
止
め
石
」
と
い
う
平
ら
な
石
に
立
っ
て
全
体
を
鑑
賞
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
石
の
他
に
、「
野や

夜ど

燈う

」

と
呼
ば
れ
る
、
自
然
石
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
武
学
流
独
特
の
石
灯
籠
や
、
庭
園
の
一
番
奥
に
「
遠
岩
」
と
い

う
岩
木
山
を
模
し
た
巨
石
が
置
か
れ
る
。

現
存
す
る
大
石
武
学
流
庭
園
は
、
金
平
成
園
の
他
に
瑞
楽
園
（
弘
前
市
・
国
指
定
名
勝
）
や
盛
美
園
（
平
川
市
・

国
指
定
名
勝
）、
鳴
海
氏
庭
園
（
黒
石
市
・
国
登
録
記
念
物
）
な
ど
が
あ
る
。

12



国

選

定



重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区



黒
石
市
中
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

所
在
地

黒
石
市
大
字
中
町
、
浦
町
二
丁
目
、

大
字
甲
徳
兵
衛
町
、
大
字
横
町
の
一
部

所
有
者

黒
石
市

面

積

三
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

明め
い

暦れ
き

二
年
（
一
六
五
六
）、
黒
石
初
代
領
主
津
軽
信の
ぶ

英ふ
さ

は
、

弘
前
藩
四
代
藩
主
津
軽
信の
ぶ

政ま
さ

の
後
見
人
に
命
じ
ら
れ
た
。
こ

の
時
、
信
英
は
弘
前
藩
か
ら
五
千
石
の
分
知
を
受
け
、「
黒
石

津
軽
家
」
を
創
立
し
た
。
信
英
は
分
知
後
、
黒
石
陣
屋
を
築

造
す
る
た
め
に
、
黒
石
津
軽
家
創
立
以
前
か
ら
存
在
し
て
い

た
町
並
み
に
基
づ
い
て
町
割
り
を
行
っ
た
こ
と
が
、『
明
暦

の
検
地
帳
』
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
明
暦
の
検
地
帳

に
は
、
本
町
、
古
町
、
お
い
た
町
な
ど
の
町
名
が
見
ら
れ
る

が
、
中
町
、
前
町
に
つ
い
て
は
、
元げ
ん

禄ろ
く

七
年
（
一
六
九
四
）
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の
『
御
国
中
道
程
之
図
』
の
中
で
初
め
て
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
信
英
の
町
割
り
に
よ
っ
て
出
来
た
町
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

黒
石
津
軽
家
の
創
立
以
来
、
多
く
の
旅
人
が
上
ノ
坂
、
前
町
、
中
町
、
浜
町
を
通
っ
て
青
森
（
外
ヶ
浜
）
へ
と
向

か
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
中
町
、
前
町
の
通
り
は
「
浜
街
道
」
と
呼
ば
れ
、
商
人
町
と
し
て
栄
え
た
。
特
に
中
町
に

は
造
酒
屋
、
醤
油
屋
、
呉
服
屋
な
ど
が
立
ち
並
び
、
黒
石
の
中
心
商
店
街
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

こ
の
中
町
、前
町
の
通
り
に
は
、「
こ
み
せ
」と
呼
ば
れ
る
木
製
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
連
な
っ
て
設
け
て
ら
れ
て
お
り
、

明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
町
割
り
を
行
っ
た
際
に
整
備
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
み
せ
と
は
、
表
通
り
の
正

面
に
設
け
ら
れ
た
深
い
庇
の
こ
と
で
、
歩
行
者
が
雨
や
雪
な
ど
を
受
け
る
こ
と
な
く
快
適
に
買
い
物
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
み
せ
の
前
面
（
道
路
側
）
は
基
本
的
に
は
柱
の
み
で
、
積
雪
期
に
な
る
と
「
蔀し
と
み」

や
障
子

戸
な
ど
を
落
と
し
込
ん
で
風
雪
を
防
い
で
い
る
。
伝
統
的
な
こ
み
せ
の
形
態
は
、
木
造
で
幅
一
・
六
ｍ
前
後
、
軒
高

二
・
三
ｍ
前
後
、
屋
根
勾
配
が
二
・
〇
寸
勾
配
前
後
で
、
天
井
は
垂
木
表
し
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
み
せ
が
連
続
す
る
町
並
み
は
、
最
盛
期
に
は
山
形
町
、
前
町
、
浜
町
（
一
部
）、
横
町
、
上
町
、
元

町
に
か
け
て
総
延
長
約
四
・
八
〇
〇
ｍ
も
の
長
さ
に
及
ん
で
い
た
。
し
か
し
元が
ん

治じ

元
年（
一
八
六
四
）、明
治
二
年（
一

八
六
九
）
に
発
生
し
た
火
災
や
、
大
正
に
入
っ
て
か
ら
の
国
鉄
黒
石
駅
の
開
通
、
高
度
成
長
期
に
よ
る
車
社
会
の
到

来
な
ど
に
よ
っ
て
人
と
物
の
流
れ
が
変
容
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
商
店
街
の
多
く
が
衰
退
し
、
こ
み
せ
の
大
部

分
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
中
町
の
通
り
は
、こ
み
せ
が
伝
統
的
形
態
を
保
っ
た
ま
ま
存
在
し
続
け
て
お
り
、
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全
国
的
に
見
て
も
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。

保
存
地
区
内
の
屋
敷
割
は
、
江
戸
時
代
後
期
〜
明
治
時
代
に
か
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
屋
敷
の
財
政
事
情
な
ど
に
よ
り

拡
張
や
分
割
を
繰
り
返
し
、
現
在
の
形

は
明
治
四
十
年
代
に
概
ね
形
成
さ
れ

た
。
保
存
地
区
内
を
南
北
に
通
っ
て
い

る
道
路
に
は
、
主
屋
三
十
二
棟
、
付
属

屋
三
十
八
棟
の
合
計
七
十
棟
の
建
物
が

配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
宝
暦

年
間
に
建
築
さ
れ
た
高
橋
家
住
宅
（
国

指
定
重
要
文
化
財
）
や
、
文
化
年
間
に

創
業
し
た
造
酒
屋
で
あ
る
鳴
海
家
住
宅

（
市
指
定
文
化
財
）
な
ど
保
存
状
態
の

良
い
「
こ
み
せ
」
を
持
つ
伝
統
的
建
造

物
や
洋
風
建
築
、
樹
齢
百
年
を
超
え
る

樹
木
な
ど
が
現
存
し
て
お
り
、
独
特
の

町
並
み
を
形
成
し
て
い
る
。

…黒石市中町伝統的建造物群保存地区の範囲
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国
登
録
文
化
財



登
録
有
形
文
化
財



登
録
有
形
文
化
財

九
戸
家
住
宅
主
屋

所
在
地

黒
石
市
大
字
乙
大
工
町
十
番
地
一

所
有
者

個
人

黒
石
陣
屋
内
に
あ
っ
た
侍
町
（
甲
大
工
町
）
に
建
て
ら
れ

た
建
物
で
、
黒
石
藩
家
中
の
家
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
建
築

年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）、
黒
石

八
代
領
主
津
軽
親ち
か

足た
り

の
時
、
黒
石
藩
が
成
立
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
黒

石
十
四
代
津
軽
承つ
ぐ

捷か
つ

の
生
家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

建
物
は
木
造
平
屋
建
で
、
屋
根
は
寄
棟
造
の
茅
葺
屋
根
で

あ
る
。
建
物
の
規
模
は
桁
行
六
間
、
梁
行
五
間
で
あ
る
。
部

屋
の
配
置
は
玄
関
側
に
六
帖
の
広
間
と
十
二
帖
の
座
敷
が
並

び
、
そ
の
奥
に
は
九
帖
の
茶
の
間
と
八
帖
の
押
入
れ
付
き
の

和
室
が
あ
る
。
和
室
の
押
入
れ
は
後
か
ら
設
置
さ
れ
た
も
の
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で
、
建
築
当
初
は
九
帖
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
建

築
当
初
は
茶
の
間
の
奥
に
台
所
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
撤
去
さ
れ
て
い
る
。
建
物
の
道
路
側
に
は
木
造
の
外
堀

と
板
塀
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
戦
後
に
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。建

物
の
造
り
や
配
置
か
ら
上
級
武
士
の
建
物
の
可
能
性
が

高
く
、
残
存
状
況
も
良
い
こ
と
か
ら
、
藩
政
時
代
の
建
物
を

理
解
す
る
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
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物



登
録
記
念
物

鳴
海
氏
庭
園

所
在
地

黒
石
市
大
字
中
町
一
番
地
二

所
有
者

個
人

鳴
海
氏
庭
園
は
黒
石
市
中
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

の
中
に
位
置
す
る
、
大
石
武
学
流
の
様
式
を
持
つ
庭
園
で
、

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
鳴
海
家
三
代
目
文
四
郎
の
求

め
に
応
じ
て
、
武
学
流
四
代
目
小お

幡ば
た

亭て
い

樹じ
ゅ

と
そ
の
弟
子
五
代

目
池
田
亭て
い

月げ
つ

ら
に
よ
っ
て
作
庭
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

庭
園
は
Ｔ
字
型
を
成
し
て
お
り
、
庭
園
の
南
西
側
は
十
七

世
紀
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
さ
れ
る
母
屋
が
、
東
側
に
は
大
正

二
年
（
一
九
一
三
）
に
建
て
ら
れ
た
文
庫
蔵
が
あ
る
。
座
敷

縁
側
前
に
設
置
さ
れ
た
沓く
つ

脱ぬ
ぎ

石い
し

か
ら
は
Ｖ
字
状
に
飛
石
が
配

置
さ
れ
て
お
り
、
一
方
は
礼ら
い

拝は
い

石せ
き

、
も
う
一
筋
は
蹲つ
く

踞ば
い

へ
と

延
び
て
い
る
。
南
北
に
伸
び
る
不
整
形
の
池
の
北
端
に
は
大
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小
三
石
か
ら
成
る
枯か
れ

滝た
き

石
組
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
は
深
山

石
や
野や

夜ど

燈う

が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
ク
ロ
マ
ツ
や

サ
ツ
キ
、
カ
エ
デ
、
カ
シ
ワ
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
庭

園
の
主
景
観
を
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
ク
ロ
マ
ツ
の
東
側
に

は
、
守
護
石
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
石
が
配
置
さ
れ
、
池
の
北

西
側
に
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
十
一
月
に
建
立
さ

れ
た
三
代
目
文
四
郎
の
銅
像
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

鳴
海
氏
庭
園
は
大
石
武
学
流
の
特
徴
を
良
く
残
し
て
お

り
、
当
時
の
流
派
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
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